




1,研究目的 

非常に強力な超音波がその熱作用その他によって生体を障害することはよく知られている

が,診断用パルス超音波の音響度がどの程度であれば障害があるのか,ことに産科学的診断

におけるように胎児が対象である場合に診断用断層装置超音波パルス波が何も障害を及ぼ

さないか,という点については検討を要する問題であったし,さらに,超音波を照射して遺

伝的障害を発生しないかについては,多くの学者が染色体異常発生の有無について研究し

てきた。その結果,超音波を照射しても対照に比較して染色体異常は増加しないことが一般

に認められるに至ったが,本研究においても強力パルス超音波を照射して染色体への影響

を検討した。つぎに,本研究では強力パルス超音波の培養細胞増殖に及ぼす影響について検

討した。以前に連続超音波の作用について研究したとき,培養細胞は障害閾値を知るのによ

い材料であった。本研究に用いた JTC-3細胞はヒト羊膜上皮起原であるため,胎児作用の研

究に好都合と思われた。 

さらに動物胎仔へのパレス波照射の影響を検討した。東京大学ではマウスを用いた実験が

行なわれ,旭川医大ではチャイニーズハムスターが用いられた。後者は実験動物入手の都合

上選択されたが,連続波照射,あるいは今回のパルス波照射におけるマウスやラットを用い

た他の成績とも対比して興味深い成績がえられた。また,超音波ドプラ法や,断層法によっ

て診断した胎児の疫学的調査によって,これらの方法の影響を知ることも試みられた。 


